
（別紙３）

～ 2025年12月28日

（対象者数） 16 （回答者数） 15

～ 2025年12月31日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
平日、日曜、祝日など、固定化せず、様々な日程にすること

で保護者様が参加しやすい日程を話し合い決定しています。

2
定期的に事業所内研修を行うなどして、療育の知識や

経験を身に付けていきます。

3
環境設定の工夫を行い、幅広いニーズに対応できるように

職場全体で話し合い、工夫していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 今後はSNSなどでの情報発信を行っていきます。

2
実施した際にはお便りや送迎時に保護者様に発信してまいり

ます。

3

保護者様のニーズなどを聞き取って新しい講座や新外部イベ

ントの企画・立案が出来るように職員が情報収集に努めてま

いります。

○従業者評価実施期間

○事業所名 アイリスクラブ八尾南

○保護者評価実施期間
2025年11月14日

○保護者評価有効回答数

2025年12月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年2月5日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

現在、感覚統合講座・就学前・SSTの3つの講座を行っている

が、それ以外の講座の実施や外部イベントの充実。

アイリス全体として共通の講座や外部イベントの実施をしてい

る。事業所独自のものなどを企画・立案することが出来ていな

かった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

インスタグラムなどSNSの発信。

お便りを毎月作成し、普段の子どもの様子やレクの内容を発信

していたので、SNSでの発信を後回しにしてしまっていまし

た。

非常災害の発生に備えた避難訓練などの内容が保護者様に伝え

られていない。

訓練の実施状況や取り組み内容を送迎時やお便りで発信出来て

おらず、保護者様に伝わりづらかったです。

保護者様同士の交流を深めれる場として、親の会や地域交流を

設けています。

親子で取り組めるプログラムや保護者様同士で物作りを行いな

がら、和やかな場を提供しています。

専門職員や療育者の得意分野を活かした療育ができている。
療育者全員で定期的にプログラム内容を話し合う場を

設けています。

複数の個室やモニタールームがあり、お子様や保護者に合わせ

た療育を行ったり、保護者に療育内容を視聴して頂く事ができ

る。

少人数や個別療育など、お子様や保護者のニーズに合わせた

療育を行っています。

事業所における自己評価総括表公表


